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●本号がお手元に届くのは、夏休みも後半だと
思います。リフレッシュされましたでしょうか。
夏休み明けは特集１を参考に、安全で温かいト
ーンを醸し出すコミュニケーションゲームでス
タートしてみませんか。学校の日常に戻って来
られていない子が、柔らかな表情となり、いつ
の間にか教室に溶け込んでいるかもしれません。
●６月28日、「いじめ防止対策推進法」が公布さ
れました。大津市でいじめを受けて自殺した子
の父親は、「息子が命がけでつくった法律だと思
っています」「法律ができたからといって、すぐ
にいじめ問題が解決されるわけではない」と思
いを語りました。「教育現場の意見が十分に反映
されていない」との指摘もあります。それでも、
どのように運用するかで、いじめ防止の効果は
大きく異なるでしょう。教員の負担が大きくな
らないで有効に運用する工夫と知恵が求められ
ていると感じました。 

何十年たっても先生の言葉を覚えている
人がいます。先生の言葉がきっかけにな
ったエピソードから、子どもにとっての
教師の言葉について考えます。

教師の多忙な日常業務の中、別室登校の
児童生徒にかかわれる時間は限られてい
ます。かかわりのポイントや具体的な方
法、アイデアなどを紹介します。
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